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・保育料無償化（９月定例会）
・12年間の再建の成果は（一般質問）
・当初予算と補正予算（ヒトコマ）　
・風が繋ぐ（わたしの想い）

・保育料無償化（９月定例会）
・12年間の再建の成果は（一般質問）
・当初予算と補正予算（ヒトコマ）　
・風が繋ぐ（わたしの想い）

新たな担い手たち（林業大学生）
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こんなことが決まりました

子育て支援・幼児保育料を無償化！
－五木村独自０歳から２歳児も対象－

－自動車の操作間違い事故防止装置補助

１台あたり５万円（上限）補助へ－

９月定例会

　

提
出
案
件
の
う
ち
、
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
（
子
守
唄
公
園

及
び
か
や
ぶ
き
民
家
）
に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で
指
定
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
指
定
の
変
更
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
議
会
の
指

摘
に
よ
り
提
案
を
取
り
下
げ
た
。

　

そ
し
て
議
案
に
つ
い
て
は
、
報
告
２
件
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補
正
予
算
７
件
、
決
算
認
定
10
件
の
22
件
、

提
案
の
と
お
り
可
決
成
立
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
４
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
村
長
、
担
当
課

長
に
考
え
を
質
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
41
号
で
幼
児
教
育
、
保

育
の
無
償
化
に
伴
い
２
歳
以
下
の
幼
児
に
つ
い

て
は
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
本
村

独
自
の
子
育
て
支
援
と
し
て
保
育
所
に
在
籍
す

る
す
べ
て
の
幼
児
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
議

案
、
42
号
は
、
印
鑑
条
例
で
旧
氏
で
の
印
鑑
登

録
が
可
能
と
な
り
印
鑑
証
明
書
に
旧
氏
が
記
載

で
き
る
よ
う
改
正
。
43
号
一
般
会
計
補
正
予
算

の
主
な
案
件
は
、
職
員
退
職
１
名
の
人
件
費
２

９
２
万
円
の
減
、
交
通
安
全
推
進
費
で
、
高
齢

者
の
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
取
付
け
補
助
金

と
し
て
４
５
０
万
円
、
自
動
車
１
台
あ
た
り
費

用
の
90
％
、
５
万
円
を
上
限
と
し
補
助
。
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
出
場
の
横
断
幕

制
作
委
託
、
出
場
助
成
金
２
８
万
４
千
円
、
災

害
復
旧
費
林
道
日
当
線
１
，
３
４
４
万
円
、
公

共
土
木
災
害
復
旧
費
、
村
道
川
辺
川
線
３
，
４

４
４
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

令
和
元
年
、
第
３
回
五
木
村
議
会
定
例
会
を
９
月
10
日

か
ら
17
日
ま
で
８
日
間
、開
催
し
た
。
今
回
の
定
例
会
は
、

村
長
の
任
期
が
10
月
20
日
と
な
る
こ
と
か
ら
決
算
認
定
を

速
や
か
に
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
。
平
成
30
年
度

の
決
算
認
定
案
件
を
会
期
中
に
審
議
す
る
事
と
し
て
決
算

認
定
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、
委
員
長
に
黒
川
麻
里
子

議
員
、
副
委
員
長
に
西
村
久
德
議
員
を
選
出
し
、
12
日
、

13
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
っ
た
。

どんぐりを拾う元気な園児たち

踏み間違い防止装置のパンフレット
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　平成30年度決算の認定は、本会議会期中の9月 12日、13日の二日間開催し、一般会計１件、特
別会計9件の計 10件について審議した。
　決算審査では村長、教育長ほか各課長等職員出席のもと提出された資料や決算書全般に亘って質疑
応答を行った。その後委員間で意見を取りまとめ、定例会最終日の17日に次の事項を指摘し、全会一
致で認定した。（委員長：黒川麻里子、副委員長：西村久徳）
平成30年度歳入歳出決算額

会計名 収入済額 支出済額 差し引き残額
一般会計 37億 1,834 万円 35億 5,163 万円 1億 6,671 万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計 1億 5,369 万円 1億 3,990 万円 1,379 万円
ダム対策事業特別会計 6万円 5万円 1万円
簡易水道事業特別会計 2,026万円 1,789 万円 237万円
農業集落排水事業特別会計 1,069万円 1,054 万円 15万円
介護保険特別会計 2億 1,034 万円 2億 367万円 667万円
代替地上下水道事業特別会計 1,340万円 1,338 万円 2万円
後期高齢者医療特別会計 2,181万円 2,147 万円 34万円
墓地公園特別会計 73万円 48万円 25万円
情報通信事業特別会計 3,138万円 3,125 万円 13万円

計 41億 8,070 万円 39億 9,027 万円 1億 9,043 万円
※四捨五入により合計は必ずしも一致しません。

指摘した主なもの
・決算書のミスが多く見受けられた。慎重さとチェッ
ク体制を見直すこと。
・村税等の未納について、収納率の向上に努めるこ
と。
・適切な業務委託となっているか、委託先への指揮監
督を怠らないこと。
・これまでの事業効果および成果の検証をもとに、住
民の期待に沿ったものとすること。

平成30年度決算認定審査特別委員会

［審議した議案と結果］

議　　　　　案　　　　　名
審
議
結
果

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

村長提出議案
一
部
改
正

五木村保育所設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
五木村印鑑条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令和元年度五木村一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成…○　反対…×
欠席…欠　　　　　



令和元年10月31日発行 4

る
方
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
や

村
民
の
食
事
処
と
し
て
料
理
の

内
容
や
料
金
等
を
検
討
さ
れ
た

の
か
。

総
務
課
長　

具
体
的
に
連
携
が

取
れ
て
な
い
面
も
あ
り
、
全
般

的
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

計
画
し
て
い
る
宿
泊
人

数
で
支
配
人
、
従
業
員
の
給
料

や
諸
経
費
等
は
賄
え
る
の
か
。

総
務
課
長　

３
月
ま
で
の
予
約

見
通
し
で
は
６
名
体
制
で
営
業

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
収
益

と
支
出
等
は
う
ま
く
い
っ
て
い

る
が
冬
場
の
特
別
割
引
等
、
宿

泊
者
を
多
く
す
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

質
問　

こ
の
施
設
内
に
木
工
体

験
の
場
の
計
画
が
あ
っ
た
が
ど

う
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

何
を
作
る
か
が
見

い
出
せ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

林
業
の
村
と
し
て
葉
枯

ら
し
材
、
五
木
源
住
宅
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
端
材
を
活
用
し
、

森
林
所
有
者
に
も
還
元
が
で
き

る
重
要
な
施
設
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

施
設
整

備
を
支
配
人
と
協
議
し
て
い
く
。

水
没
予
定
地
の
中
央
エ
リ
ア

に
つ
い
て

質
問　

中
央
エ
リ
ア
の
整
備
は
、

藤本新一 議員

一般　　質問

3
期
12
年
間
の
再
建
の
成
果
は

和
田
村
長　

一
部
の
成
果
は
あ
る
が
人
口
減
少
等
反
省
面
も
あ
る

質
問　

12
年
間
村
の
再
建
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
ど
う
受

け
止
め
て
お
ら
れ
る
か
。

村
長　

就
任
し
て
約
一
年
後
に

知
事
の
ダ
ム
白
紙
表
明
、
民
主

党
政
権
の
ダ
ム
中
止
等
が
あ
り
、

立
村
計
画
、
水
特
法
で
の
整
備

計
画
等
が
進
め
な
い
状
況
に
な

る
中
で
、
林
業
主
体
の
産
業
へ

の
取
り
組
み
、
交
流
人
口
施
策
、

携
帯
電
話
整
備
を
進
め
た
が
、

就
任
時
か
ら
２
０
０
人
位
、
人

口
減
小
し
て
お
り
反
省
の
面
も

あ
る
。
ま
た
卒
業
さ
れ
る
子
供

達
が
五
木
村
出
身
と
堂
々
と
言

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
学
校
・

中
学
校
の
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
等
成
績
が
上
位
に
あ
り
、
非

常
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

新
聞
報
道
で
は
水
没
予

定
地
の
利
活
用
、
道
路
整
備
等

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
の
発

言
が
あ
る
が
、
歴
史
文
化
交
流

館
、
森
と
渓
流
五
木
ス
テ
イ
等

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

次
期
村
長
に
ど
う
申
し
送
る
考

え
か
。

村
長　

ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
計
画
も
５
年
間
延
長
の
初
年

度
で
あ
り
、
各
施
設
の
目
的
を

伝
え
る
。

五
木
ス
テ
イ
に
つ
い
て

質
問　

森
と
渓
流
五
木
ス
テ
イ

は
計
画
時
に
食
材
に
地
産
地
消

の
取
り
組
み
を
進
言
し
て
き
た

が
、
開
業
し
て
み
る
と
地
元
食

材
が
使
わ
れ
て
い
な
い
等
で
、

村
民
が
こ
の
施
設
に
愛
着
が
な

い
。
村
民
も
利
用
す
る
食
事
処

と
し
て
検
討
を
し
た
の
か
。

総
務
課
長　

村
民
の
収
益
に
つ

な
が
る
よ
う
に
野
菜
等
、
道
の

駅
で
購
入
し
て
い
る
が
、
支
配

人
の
考
え
で
は
契
約
栽
培
の
購

入
価
格
で
あ
り
、
今
協
議
を
し

て
い
る
。

質
問　

こ
の
施
設
は
宿
泊
さ
れ

村
民
や
子
供
の
声
が
反
映
さ
れ

た
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

今
年
１

月
か
ら
５
回
審
議
会
を
開
催
し

て
い
る
。
整
備
方
針
と
し
て
、

原
風
景
を
再
現
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

質
問　

村
民
、
子
供
の
声
が
反

映
さ
れ
、
愛
着
を
も
っ
て
頂
く

整
備
が
重
要
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

今
後
審

議
を
進
め
る
段
階
で
検
討
し
た

い
。そ

の
他
、
公
共
施
設
の
年

間
維
持
管
理
の
計
画
書
作

成
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

森と渓流五木ステイ
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は
公
共
料
金
等
改
正
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

10
月
か
ら
消
費
税

が
10
％
に
改
正
さ
れ
る
が
、
村

の
公
共
料
金
等
変
更
は
し
な
い

方
針
。
た
だ
し
、
上
水
道
料
金

は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ

り
増
税
2
％
分
が
加
算
さ
れ
た

金
額
に
な
る
。

岡本精二 議員

川辺川ダム建設計画等について、
五木村の方針を決めるべきでないか

和田村長　五木村の再建を優先

一般　　質問 質
問　

和
田
村
長
の
任
期
が
10

月
20
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ

ム
建
設
計
画
に
つ
い
て
３
点
を

尋
ね
る
。
第
１
点
、
蒲
島
知
事

が
現
行
の
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計

画
を
白
紙
撤
回
し
、
ダ
ム
に
よ

ら
な
い
治
水
対
策
を
極
限
ま
で

追
求
す
べ
き
と
表
明
。
こ
の
事

か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い
る
五

木
村
と
し
て
方
針
を
決
め
、
国

･

県
に
示
す
べ
き
で
な
い
か
。

村
長　

生
活
再
建
を
協
議
す
る

場
を
通
じ
な
が
ら
、
五
木
村
は

今
の
と
こ
ろ
ダ
ム
の
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
五
木
村
の
再
建
を

優
先
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

質
問　

第
２
点
、
村
議
会
で
は

知
事
の
白
紙
撤
回
、
当
時
の
国

土
交
通
大
臣
が
ダ
ム
中
止
の
表

明
を
さ
れ
て
平
成
22
年
12
月「
川

辺
川
ダ
ム
計
画
に
対
す
る
次
世

代
を
担
う
五
木
村
民
へ
の
伝
言

に
つ
い
て
」
議
員
提
案
に
よ
り

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
そ
の

内
容
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画

に
よ
る
五
木
村
の
衰
退
を
実
際

に
体
験
し
た
者
と
し
て
、
将
来

に
再
び
川
辺
川
ダ
ム
建
設
が
動

き
出
す
よ
う
な
事
態
を
迎
え
た

場
合
は
、
二
度
と
過
去
の
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
く
れ

ぐ
れ
も
ダ
ム
計
画
に
よ
る
五
木

村
の
繁
栄
に
期
待
し
な
い
よ
う

願
う
。」
こ
の
件
に
つ
い
て
、
村

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

村
長　

長
い
こ
と
翻
弄
さ
れ
た

小
さ
な
村
が
突
如
と
し
て
ダ
ム

計
画
が
中
止
さ
れ
、
村
に
は
事

前
に
相
談
も
無
く
こ
う
い
う
公

共
事
業
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
。

今
後
村
民
が
こ
の
よ
う
な
場
面

に
遭
遇
し
た
時
に
は
、
簡
単
に

乗
っ
て
は
い
け
な
い
戒
め
の
決

議
と
受
け
止
め
る
。

質
問　

第
３
点
、
平
成
23
年
６

月
第
５
回
五
木
村
の
今
後
の
生

活
再
建
を
協
議
す
る
場
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
事
項
以
外
に
つ

い
て
、
公
共
補
償
等
で
整
備
さ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
川
辺
川
右

岸
道
路
（
掛
橋
〜
頭
地
・
頭
地

〜
逆
瀬
川
間
）
の
整
備
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

そ
の
決
定
事
項
は
、
や

ら
な
い
と
い
う
決
定
で
な
く
、

「
今
は
や
ら
な
い
」と
い
う
決
定
。

将
来
的
に
や
ら
な
い
と
い
う
決

定
で
は
な
い
の
で
今
後
も
国
・

県
に
対
し
て
要
求
し
て
い
き
た

い
。10

月
か
ら
の
消
費
税
改
正

の
対
応

質
問　

10
月
か
ら
始
ま
る
消
費

税
の
増
税
に
伴
い
、
五
木
村
で

工事が中断したままの付替道路（逆瀬川）
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り
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
と
林
業
、
商
工
業
の
方
た

ち
と
協
議
し
て
き
た
が
、
良
い

ア
イ
デ
ア
が
出
て
こ
な
か
っ
た

の
が
現
状
で
あ
る
。

質
問　

人
口
減
少
に
対
し
て
転

出
者
、
や
む
な
く
村
を
離
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
方
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
は
行
っ
て
き

た
の
か
。

村
長　

２
年
に
１
度
程
度
、
全

村
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
移
転

さ
れ
た
方
は
、
学
校
教
育
や
ク

ラ
ブ
活
動
、
そ
し
て
職
業
の
選

択
で
や
む
な
く
転
出
さ
れ
て
し

ま
う
例
な
ど
が
あ
る
。
去
年
の

移
住
者
は
27
人
で
あ
っ
た
。

質
問　

村
長
と
し
て
、次
の
リ
ー

ダ
ー
に
託
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
何
か
。

村
長　

五
木
村
の
主
産
業
は
林

業
な
の
で
、
そ
の
発
展
、
出
来

れ
ば
村
内
で
出
た
木
材
は
、
村

内
で
確
保
し
て
雇
用
が
増
す
よ

う
な
振
興
策
と
交
流
人
口
を
増

や
し
て
、
消
費
活
動
、
消
費
額

が
増
え
る
よ
う
な
施
策
を
や
り

遂
げ
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し

て
い
る
。

早田吉臣 議員

一般　　質問

次
の
村
長
へ
託
す
事
は

和
田
村
長　

林
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

質
問　

10
月
29
日
任
期
満
了
で

勇
退
さ
れ
る
と
全
員
協
議
会
で

発
言
さ
れ
た
が
、
決
意
さ
れ
た

理
由
は
。

村
長　

就
任
し
て
12
年
と
い
う

節
目
で
あ
り
、
し
か
も
令
和
元

年
で
始
ま
る
時
期
。
ま
た
、
水

没
予
定
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

も
、
ほ
ぼ
目
途
が
付
い
た
こ
と
。

そ
し
て
、
私
も
72
歳
、
こ
れ
か

ら
４
年
後
は
76
歳
に
な
る
の
で
、

高
齢
に
な
り
過
ぎ
は
し
な
い
か

と
思
い
判
断
し
た
。

質
問　

蒲
島
知
事
も
同
じ
年
齢
、

ま
た
「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
」
計
画
も
今
年
、
出
来
た
ば

か
り
で
プ
ラ
ン
（
計
画
）
が
、

出
来
て
ド
ゥ
（
実
施
）
無
し
で

良
い
の
か
、
計
画
を
作
れ
ば
良

い
の
か
そ
の
判
断
は
。

村
長　

行
政
は
ず
っ
と
続
い
て

い
く
も
の
で
、
そ
の
プ
ラ
ン
は

私
一
人
で
作
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
職
員
や
県
と
も
協
議
を
し

て
つ
く
っ
た
も
の
。
そ
の
プ
ラ

ン
に
沿
っ
て
実
行
し
て
も
ら
い

た
い
。

質
問　

ダ
ム
問
題
が
紆
余
曲
折

あ
っ
た
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
事
。
ま
た
、
こ
こ
は
や

り
た
か
っ
た
事
な
ど
は
な
い
か
。

村
長　

一
番
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
は
ダ
ム
を
前
提
と
し
て

い
た
村
づ
く
り
が
「
ダ
ム
白
紙

撤
回
」
で
方
向
転
換
に
な
っ
た

こ
と
。
そ
の
中
で
も
２
本
柱
で

あ
る
林
業
振
興
は
、
森
林
環
境

税
、
林
業
大
学
校
の
設
置
、
交

流
人
口
に
つ
い
て
は
ヒ
ス
ト
リ

ア
テ
ラ
ス
の
利
活
用
、
森
と
渓

流
五
木
ス
テ
イ
の
活
用
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
社
会
資
本
交
付

金
で
２
か
所
の
指
定
を
受
け
施

設
整
備
は
進
ん
だ
と
思
っ
て
い

る
。

質
問　

人
口
減
少
に
つ
い
て
そ

の
要
因
を
ど
の
様
に
分
析
さ
れ

て
き
た
の
か
。

村
長　

社
会
減
そ
れ
に
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
減
少
。

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
よ

伐倒作業（林業大学） ダム白紙撤回の号外記事
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て
し
ま
う
。

質
問　

他
町
村
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
災
害
状
況
や
避
難
情
報
等
を

発
信
し
て
い
る
。
村
外
に
働
き

に
出
て
い
る
方
、
観
光
客
、
耳

の
不
自
由
な
方
へ
の
情
報
提
供

と
し
て
、
非
常
に
有
益
だ
と
考

え
る
が
、
本
村
で
も
導
入
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長　

現
在
は
エ
リ
ア

メ
ー
ル
で
対
応
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
か
ら
登
録
し
て
も
ら
う
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
来
年
3
月
ま

で
に
し
た
い
。

質
問　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
警
報

発
令
の
段
階
に
な
ら
な
い
と
送

信
さ
れ
な
い
。
事
前
に
情
報
発

信
を
し
て
お
く
事
は
計
画
を
立

て
る
上
で
も
必
要
と
思
う
が
、

早
め
に
導
入
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

構
築
よ
り
先
行
し
て
対
応
可
能

か
検
討
し
て
い
く
。

道の駅駐車場

黒川麻里子 議員

情報発信にL
ラ イ ン

INEの導入を
総務課長　対応可能か検討していく

一般　　質問 ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
問　

今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
現
時
点
で
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
一
番
人
気
の
返
礼
品
は
。

総
務
課
長　

7
月
末
時
点
で
５

０
０
万
円
弱
と
な
っ
て
い
る
。

返
礼
品
の
数
が
90
品
程
の
中
で
、

一
番
人
気
は
干
し
椎
茸
で
全
体

の
３
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
次

に
人
気
の
商
品
は
椎
茸
ス
ラ
イ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

寄
付
さ
れ
る
際
に
使
途

を
指
定
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど

う
い
っ
た
割
合
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付

額
を
累
計
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の

使
途
で
ど
の
く
ら
い
の
金
額
に

な
る
か
。

総
務
課
長　

１
番
多
い
の
は「
村

に
お
ま
か
せ
」
で
57
％
（
１
，

６
２
０
万
円
）、
２
番
目
に
「
自

然
環
境
保
全
、
景
観
維
持
」
で

13
％
（
３
７
９
万
円
）、
３
番
目

に
「
社
会
福
祉
、
少
子
高
齢
化
」

で
12
％
（
３
３
２
万
円
）、
４
番

目
に
「
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」

で
11
％
（
３
０
４
万
円
）、
５
番

目
に
「
産
業
振
興
」
で
５
％
（
１

２
５
万
円
）、
最
後
に
「
歴
史
文

化
保
存
」
で
２
％
（
64
万
円
）、

合
計
で
約
２
，
８
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
寄
付
金
を
ど
の
よ

う
に
使
っ
て
い
く
予
定
か
。

村
長　

寄
付
額
の
半
分
は
事
務

経
費
、
残
り
は
今
の
所
積
み
立

て
に
回
し
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
は
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
額

で
足
ら
な
い
財
源
に
充
当
さ
せ

た
い
。

観
光
拠
点
の
高
齢
者
・
障
害

者
対
策

質
問　

子
守
唄
の
里
と
し
て
観

光
に
来
ら
れ
る
お
客
様
は
高
齢

者
が
多
い
が
、
観
光
拠
点
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど
の
程
度
な

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
整
備

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

昭
和
か

ら
平
成
の
中
盤
に
整
備
さ
れ
た

公
園
や
キ
ャ
ン
プ
場
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
整
備
さ
れ
た
施
設
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
が
必
要
な
場
合
、
費
用

が
か
か
る
の
で
財
源
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
る
。

前
向
き
に
検
討
し
、
結
果
が
出

た
ら
議
会
に
も
報
告
す
る
。

質
問　

世
間
で
は
踏
み
間
違
い

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
道
の

駅
は
駐
車
場
の
目
の
前
に
テ
ー

ブ
ル
や
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
踏
み

間
違
い
に
よ
る
危
険
性
が
非
常

に
高
い
。
対
策
は
考
え
て
お
ら

れ
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課　

今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　

千
葉
県
の
台
風
被
害
で

は
停
電
が
続
い
た
が
、
本
村
で

工
事
中
の
防
災
無
線
の
予
備
電

源
の
能
力
は
ど
の
く
ら
い
か
。

予
備
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
の

対
応
は
。

総
務
課
長　

親
局
（
役
場
）
は

48
時
間
、
子
局
、
中
継
局
が
72

時
間
と
な
っ
て
い
る
。
稼
働
さ

せ
続
け
る
た
め
に
は
給
油
し
、

発
電
機
を
動
か
す
し
か
な
い
。

倒
木
等
で
３
日
以
内
に
現
地
ま

で
た
ど
り
着
け
な
い
場
合
は
そ

こ
で
も
う
連
絡
手
段
が
消
滅
し
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７ 8日 常任委員長・議会運営委員長研修会（各委員長）
月 10日 定例全員協議会（全議員）

  広報委員会（第１回）
  川辺川ダム促進協議会・三期成会合同総会（岡本議長）
 11日 定例郡議長会議（岡本議長）
 16日 広報委員会（第２回）
  臨時全員協議会（全議員）
 17日 決算審査（中村監査委員）～19日
  全国森林環境税創設促進議員連盟定期総会（岡本議長）～19日
  人吉下球磨消防組合議員視察研修（岡本せ議員）～19日
 18日 小鶴原女木線期成会総会（早田副議長）
 22日 広報委員会（第３回）
  決算審査（中村監査委員）～24日
 24日 五木湯前線期成会総会（岡本議長・藤本経済委員長）
 25日 例月監査（中村監査委員）
  球磨川水系川辺川砂防促進期成会総会（岡本議長）
 26日 広報委員会（第４回）
 29日 決算審査（中村監査委員）
 30日 五木村森林組合総会（岡本議長）

８ 2日 経済常任委員会（各委員）
月  下球磨正副議長会総会（岡本議長・早田副議長）

 3日 八代天草架橋建設促進総決起大会（岡本議長）
 5日 県正副議長研修会（岡本議長・早田副議長）
 7日 県監査委員総会・研修会（中村監査委員）

 8日 定例全員協議会（全議員）
  定例郡議長会議（岡本議長）
  決算審査（中村監査委員）
 10日 人吉・球磨スマートIC開通記念式典（岡本議長）
 20日 決算審査（中村監査委員）～21日
 22日 例月監査（中村監査委員）
 23日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
  決算審査意見書提出（中村監査委員）　
 24日 人吉下球磨消防組合出場全国技術大会（岡本せ議員）～26日
 28日 経済常任委員会（各委員）
 29日 郡監査研修会（中村監査委員）
 30日 人吉球磨広域行政組合第３回定例会（黒川・川辺議員）

９ 2日 定例郡議長会議（岡本議長）
月 3日 八代市長訪問（岡本議長）

 4日 定例全員協議会（全議員）
  議会運営委員会（各委員）
 5日 第13回五木村の今後の生活再建を協議する場（全議員）
 10日 第２回議会定例会（全議員）開会～11日
 12日 決算認定審査特別委員会（全議員）～13日
 17日 第２回議会定例会（全議員）閉会
 26日 例月監査（中村監査委員）
  人吉球磨広域行政組合視察研修（黒川･川辺議員）～27日
 30日 下球磨町村議会議員グラウンドゴルフ大会（全議員）

●議会の動き（７月～９月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　
「
風
が
繋つ

な

ぐ
」

　

私
が
幼
少
の
頃
、
両
親
は
年
中
、
山
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
あ
る
日
、
仕

事
か
ら
帰
っ
た
両
親
が
『
今
日
は
ぬ
っ
か
っ

た
ば
っ
て
風
の
あ
っ
た
で
ぇ
ー　

は
か
ど
っ

た
ぁ
ー　

気き
し
ょ
く色
の
よ
か
っ
た
な
ぁ
ー
』
な
ど

と
話
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

風
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
と
感
心
し
て

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
両
親
は
す
で
に
他

界
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
経
た
私
は
、

46
歳
で
同
じ
山
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
毎
日

山
に
登
り
、
最
近

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
木
の
伐
採

を
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
作
業
で
あ

る
た
め
一
瞬
一
瞬

が
緊
張
の
連
続
で
、

決
し
て
楽
な
仕
事

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
う

し
た
仕
事
の
合
間
、
涼
し
い
風
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
幼
少
の
頃

の
思
い
出
、
若
か
っ

た
両
親
の
姿
や
二
人

の
会
話
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
す
。
そ

し
て
世
代
を
流
れ
る

風
に
心
地
よ
い
気
持

ち
に
な
る
の
で
す
。

そ
の

だ

ひ
さ
し
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台
風
19
号
が
10
月
12
日
静

岡
県
の
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
、

暴
風
域
に
入
っ
た
地
域
で
は

記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
河
川

が
氾
濫
し
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

近
年
大
型
台
風
が
発
生
す

る
の
は
地
球
温
暖
化
が
影
響

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
等
の
排

出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
、
今
す
ぐ
に

や
る
べ
き
こ
と
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
的
に
は
産
業
、
運
輸
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
か
ら
も
二
酸
化
炭
素
が
排
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
２
、
３
年
人
吉
球
磨
地
域
で
も

可
燃
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
の
細
か
い
分
別
を
す
る
こ
と
で
可
燃

ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
排

出
量
全
体
か
ら
見
れ
ば
小
さ
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
達
一
人
一
人
に

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
も
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
邉　

正
美

次
回
の
定
例
会
は
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編集
後記

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

イタドリ（サド）の花　タデ科イタドリ属
　日当たりのよい土手、空き地、山の斜面などに生えている。春にタケノコ状に若芽が
伸びだす。山菜として利用する他、薬用にも使用される。花は種類により違い、五木で
は白とピンクが見られ９月から 10月ごろ咲く。イタドリと言う名前は、若葉をもんで
患部に当てると傷の痛みが治る（痛取り）と言うことから付いたようである。

イタドリの花（白）

イタドリの花（ピンク）

〜
お
詫
び
と
訂
正
〜

　

前
回
発
行
や
ま
め
１
２
９
号

「
む
ら
び
と
『
わ
た
し
の
想
い
』」

で
お
名
前
の
字
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

訂
正
の
う
え
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
７
ペ
ー

ジ
、
誤
下
村
翔
平
さ
ん
↓
正
下
村
祥
平
さ
ん
）




